









理解にいたることを目指している。21 世紀 COE プログラム「人類文化研究のための非文字資料の体















2016 年度より誌名を『年報　非文字資料研究』から『非文字資料研究』へと変更し、年 2 回の刊行となりました。
寄稿をご希望の方は、当センターのホームページをご覧いただき、執筆要項等の詳細をご確認ください。
エントリー募集期間：前期　１月～３月　　後期　７月～９月
原 稿 締 め 切 り ：前期　５月末　　　　後期　１１月末
※原稿ご提出後、査読があります。








第4回	 2016年 7月29日	 センター研究員人事について（戦時下メディア班）、海外提携機関からの招聘研
究員について、海外提携機関への派遣研究員について









第7回	 11月 23日	 戦時下メディア班、商業出版（勉誠出版）企画について、国際シンポジウム企画、
ホームページリニューアル









第 2回	 2016年 9月28日	 第四期共同研究事業体制に関するアンケート調査について、第三期研究成果、各
班進捗状況と今後の見通しについて、『マルチ言語版絵引』について、同研究班
に所属しない研究員のあり方について
第3回	 10月 19日	 2017年度非文字資料研究センター予算編成について（案）、2016年度非文字資料
研究センター予算残高見通しに基づく執行計画（案）、共同研究班に所属しない研
究員のあり方について












































調査テーマ 日　程 場　所 調査メンバー
汽水の生活環境史 7/22-25 高知 常光徹
汽水の生活環境史 8/2-4 大崎市 山本志乃・川島秀一・常光徹・安室知
汽水の生活環境史 9/7-10 香川 松田睦彦
汽水の生活環境史 12/15-18 鹿児島 安室知
船上生活者の実態とその変容に関する研究	
－横浜・瀬戸内海・長崎の海域を中心として－ 8/4 二宮 田上繁・松本和樹
船上生活者の実態とその変容に関する研究	
－横浜・瀬戸内海・長崎の海域を中心として－ 8/24-29 北九州　小倉 田上繁・松本和樹
船上生活者の実態とその変容に関する研究	
－横浜・瀬戸内海・長崎の海域を中心として－ 12/3-5 尾道　北九州 田上繁・内田青蔵・松本和樹
戦時下日本の大衆メディア研究 11/4-7 台湾 松本和樹・安田常雄・大串潤児・森山優・鈴木一史・小山亮
戦時下日本の大衆メディア研究 1/5-9 北海道 大串潤児
